
平成30年度　巻堀姫神地区まちづくり懇談会　懇談事項 平成30年７月５日(木）

巻堀姫神 1 北上川に架かる桝沢橋上下流の治水対策について

　桝沢橋は，新市建設計画に基づき改良され，車両もスムーズ
に交差でき，歩道も設置されたことから通学路として児童生徒
が安全に利用できていることに対し，地域住民は非常に安堵し
喜んでいる。
　一方で，桝沢橋の上流及び下流に大きな中州が発生し，上
流の広範囲が冠水し被害が出た。平成29年８月25日の豪雨と
中州が原因と考えられる。もう一つの原因は，新桝沢橋の構造
等ではないかと思われる。新桝沢橋は，旧橋よりも橋長が30ｍ
ほど短くなったことから，ダムのように流れを制御し，川の泥流
が上流の堤防を越えて多量の土砂やゴミが畑や水田に流入し
た。一部の畑は30ｃｍほどの土砂で耕作できない状況である。
市から修復等補助の指導を受けたが，所有者は高齢で着手が
絶望的なようである。
　昨年は，順次計画的に撤去していくという回答をいただいて
いるが，状況を確認して，緊急性の高い事業として早急に対応
をお願いしたい。

（馬場状小屋自治会）

　桝沢橋上下流部における北上川につきましては，岩手県が河川
管理者になっておりますことから，県に確認したところ，「平成29年
度の桝沢橋上流部からの冠水被害については，盛岡市より情報提
供を受け，その後の大雨時には河川巡視パトロールを実施してお
ります。北上川の中州撤去については，盛岡市以外も含め多くの
箇所について要望を受けておりますことから，順次計画的に撤去を
行っているところでありますので，御要望の箇所につきましても，優
先度等を考慮しながら，撤去の検討を行ってまいります。今後につ
きましても，パトロールを実施して状況把握に努めてまいりますが，
異常等を発見した場合には，盛岡広域振興局河川砂防課まで連
絡をいただきたい。」とお伺いしましたので，市といたしましては，県
に対して，早期の中州撤去をお願いするとともに，情報提供等の連
携を図ってまいりますので，地域の皆様方も情報提供の御協力を
お願いしたいと存じます。
　なお，桝沢橋につきましては，施工に際し河川管理者である岩手
県と協議を行い，河道の掘削により断面を広げ，施工前の流下能
力を上回るよう整備を行ったものです。

建設部
河川課

建設部
道路建設課
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巻堀姫神 2 交通弱者対策について

　交通弱者対策は，この地域のみの課題ではないと思われ，市
においてはこれまでも対策されてきたと思う。
　姫神地区においても，患者輸送バスについては以前から運
行していただき，医療機関への通院の足は確保され地域住民
は感謝している。
　しかし，姫神地区は患者輸送バス以外の公共交通機関の整
備が全くなく，日常生活に支障をきたしている。
　このことから，何らかの基準は設ける必要があるとは思うが，患
者輸送バスの買い物のための住民利用について検討していた
だきたい。

（姫神自治会）

　市では，平成30年度に，「地域公共交通網形成計画」の策定を
予定しております。
　この計画は，地域公共交通の現状，問題点，課題の整理を踏ま
えて，まちづくりと連携しながら，公共交通ネットワーク全体を一体
的に形づくり，将来にわたり持続可能となるような公共交通の再編
を行うために策定するものであり，「地域にとって望ましい公共交通
のすがた」を明らかにする役割を果たすものです。
　交通弱者対策につきましては，この計画策定の中で高齢者等の
交通弱者や中山間地域等における移動手段について検討を行う
こととしております。
　今後につきましては，市民アンケート等の実施など，広く市民意
見の把握を行いながら，施策の検討等を行い，計画を策定すること
としております。
　患者輸送バスにつきましては，医療機関の受診機会の確保を図
る目的で運行しており，現段階では現行の運行回数や運行経路で
実施してまいりたいと考えております。今後，「地域公共交通網形
成計画」の策定を検討していく中で，患者輸送バスの利用方法に
ついても研究してまいりたいと存じます。

建設部
交通政策課
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巻堀姫神 3 少子高齢化対策について

　少子高齢化の問題は，当地域あるいは盛岡市のみの課題で
はなく，全国的に深刻化している。これといった対応策はなか
なか見つからない状況かと思う。我々住民もその状況を受け止
めながら，住み慣れたこの地で安心して暮らせる環境を少しで
も構築したいと日々思っている。
　この現状を，目に見える形で改善することはできないにして
も，これ以上地域のつながりを衰退させてはならないと思うとこ
ろである。地域内では，若者が日々の生活に追われ，地域内
で活躍できる状況ではない。残った高齢者が自治会活動など
取り組んでいるものの，旗振り役はいるが，それを支える人材は
ない状況である。
　そこで，盛岡地区では活動センターや老人福祉センターを設
置し，人員も配置して地域活動の拠点となっているが，玉山地
区においても，そのような地域活性化の拠点を整備して，衰退
する地域を維持することも必要と思う。地域づくりは当然のこと
ながら，住民自らが考え，自らが行動することが大切とは思う
が，その活動の助言をぜひお願いしたい。

（巻堀姫神地区自治会連絡協議会）

　少子高齢化が進行する中，地域の活動を支える人材の育成や確
保は喫緊の課題である一方で，地域を取り巻く現状の厳しさは十
分に認識しているところです。
　盛岡地域では地区活動センターや老人福祉センターなどが，都
南地域では地区公民館などが，地域活動の拠点として機能してお
ります。一方，玉山地域においては，合併前の経緯等から，地区公
民館や各自治会のコミュニティセンター等が地域活動の拠点を
担っているものと存じます。
　より良い地域づくりには，住民主体の活動が重要であることは御
指摘のとおりであり，行政の支援のあり方などを含め，地域の皆さ
んと一緒に考えてまいりたいと存じます。

　
　【参考】
　拠点の整備については，市のアセットマネジメントに基づき，既存
施設の利活用の中で，地域の皆様と考えてまいりたいと存じます。

玉山総合事務所
総務課
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